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町
指
定
文
化
財「
徳
蔵
寺
大
師
堂
」が

あ
る
徳
蔵
寺（
引
布
山
金
剛
光
院
徳
蔵

寺
）は
、
弘
仁
年
間（
八
一
〇
〜
八
二
三

年
）に
弘
法
大
師
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
真
言
宗
智
山
派
の
寺

院
で
す
。
当
初
は
、
八
瓶
山
の
麓
に
在

り
、
平
安
時
代
末
に
は
三
〇
〇
人
も
の

僧
兵
が
修
行
す
る
大
寺
院
で
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
初
期
に
は
、佐
白
山（
笠
間

市
）の
正
福
寺
と
度
々
争
い
を
繰
り
返

し
、
元
久
二（
一
一
二
五
）年
に
は
、
正

福
寺
に
味
方
し
た
宇
都
宮
氏
の
軍
勢
に

よ
っ
て
攻
め
落
と
さ
れ
焼
失
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
の
後
は　

か
な
堂
宇
を
建
て
て
、

難
を
逃
れ
た
仏
像
を
護
る
の
み
で
し
た

が
、
お
よ
そ
三
〇
〇
年
後
、
室
町
時
代

の
大
永
二（
一
五
二
二
）年
に
、
空
法
上

人
に
よ
っ
て
現
在
の
地
に
再
興
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
徳
蔵
寺
大
師
堂
」は
、
そ
の
と
き
に

創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
棟

札
に
は「
延
宝
二（
一
六
七
四
）年
修
復
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

堂
内
に
は
、「
城
里
町
の
文
化
財
さ
ん

ぽ（
三
）」で
紹
介
し
た
県
指
定
文
化
財

「
木
造
弘
法
大
師
像
」が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
建
物
様
式
は
、
銅
板
葺
三
重

垂
木
向
拝
付
方
形
造
り
で
す
が
、
昭
和

五
一（
一
九
七
六
）年
以
前
は
、
茅
葺
二

重
垂
木
向
拝
付
寄
棟
造
り
で
し
た
。
規

模
は
、
間
口
七
・
八
メ
ー
ト
ル
、
奥
行

き
七
・
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
二
メ

ー
ト
ル
で
す
。堂
内
部
の
格
天
井
に
は
、

二
一
二
枚
の
大
和
絵
風
の
花
鳥
風
月
が

描
か
れ
て
お
り
、
回
廊
の
上
に
は
数
多

く
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
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水
色
の
紫
陽
花
雫
雨
上
が
り

　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

色
褪
せ
ぬ
十
年
亡
夫
の
夏
帽
子

　
　
　
　
　 

今
瀬
　
多
代
美

夏
帽
子
脱
ぐ
や
聞
こ
ゆ
る
山
の
風

　
　
　
　
　 

中
野
　
千
賀
子

溜
め
池
の
日
暮
に
淡
く
蓮
咲
け
り

　
　
　
　
　
　 

綿
引
　
英
子

片
栗
の
花
や
谷
底
の
ぞ
き
こ
む

　
　
　
　
　
　 

飯
田
　
勇
一

ジ
ョ
ー
カ
ー
の
出
る
か
も
し
れ
ぬ
夏
休

　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

 

老
い
る
ほ
ど
親
に
似
て
く
る
顔
か
た
ち

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

当
た
る
場
所
探
し
求
め
て
夏
ジ
ャ
ン
ボ

　
　
　
　
　
　 

車
田
　
綾
子

大
相
撲
負
け
た
力
士
は
下
を
向
き

　
　
　
　
　
　
　 

川
原
　
清

「
か
な
か
な
」は
そ
の
日
暮
し
が
い
い
の
か
な

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

村
中
が
安
堵
の
吐
息
蛍
舞
う

　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

山
藤
の
咲
き
て
け
ぶ
れ
る
峡
の
空

　
　
　
　
　 

仲
田
　
ま
ち
ゑ

夏
祭
り
巫
女
ら
揃
い
の
緋
の
袴

　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

八
十
寿
す
ぎ
仲
間
と
飛
ば
す
白
球
を

ア
ツ
マ
ー
レ
の
空
や
さ
し
く
つ
ゝ
む

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

最
愛
の
母
を
看
取
り
て
十
年
後

歌
に
託
し
て
思
い
で
耽
る

　
　
　
　
　
　 

矢
次
　
洋
平

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
行
く
道
す
が
ら
里

山
よ
り
　
か
に
き
け
る
う
ぐ
い
す
の
声

　
　
　
　
　 

杉
山
　
み
ち
こ

夕
暮
れ
は
西
の
空
よ
り
迫
り
来
て

黒
あ
げ
は
ち
ょ
う
低
く
舞
い
舞
う

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
愛
子

「
カ
モ
メ
だ
わ
！
あ
ら
っ
白
鷺
よ
、
」鳩

も
飛
び
病
床
長
閑
け
く
梅
雨
本
番
に

　
　
　
　
　
　 

信
田
　
育
子

道
端
の
雑
草
萎
ゆ
る
こ
の
暑
さ

バ
ス
停
か
ら
の
吾
も
喘
ぎ
つ
つ

　
　
　
　
　 

冨
田
　
佐
智
子

俯
き
て
葉
陰
に
咲
け
る
姫
沙
羅

の
真
白
き
花
は
夏
の
乙
女
よ

　
　
　
　
　 

萩
谷
　
登
喜
子

朝
早
く
ラ
ジ
オ
体
操
四
十
年
足

腰
悪
く
元
気
欲
し
く
て

　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

　花
桐
の
う
す
む
ら
さ
き
に
初
夏
来
た

る
三
十
路
の
母
の
た
ち
日
め
ぐ
り
来

　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

頂
き
し
山
ぶ
き
匂
ふ
厨
辺
に
キ
ャ

ラ
ブ
キ
作
り
を
ひ
と
日
楽
し
む

　
　
　
　
　
　 

佐
川
　
あ
や

馬
鈴
薯
の
花
白
々
と
咲
く
畑
に

梅
雨
の
ひ
と
日
を
細
き
雨
降
る

　
　
　
　
　 
渡
辺
　
千
紗
子

白
花
ゆ
れ
若
葉
の
中
に
山
法
師
往

き
交
ふ
人
も
見
上
げ
ほ
ほ
え
む

　
　
　
　
　
　 

所
　
美
惠
子

幸
せ
も
侘
し
さ
も
知
る
齢
と
な

り
し
み
じ
み
と
聞
く
風
鈴
の
音

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙


